




















































要 約

韓国での在 日朝鮮人史研究はたいへん厳 しい状況のなかで進められ

ている。具体的な研究の流れを概観すると、在 日朝鮮人の問題 は草創

期の政治学的な関心から、次第に大衆化 されつつ、社会学、経済学、

歴史学、文学、国際関係学的側面か ら注目されている。 とくに最近で

は第二世代の研究者たちによって多 くの成果が出ており、質的飛躍の

準備段階に入っている。しかし主に歴史学 ・文学的な研究が主流をな

し、総体的な接近には限界がある。

今後は次のような点に注目して研究を遂行 しなけれぼならないだろ

う。1)韓 国内の研究発展のための学際的研究。2)多 様な研究テー

マの選定。3)韓 国 と日本内研究者 との研究成果の有機的結合。4)

各種資料の体系化。
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